
第 35 回世界遺産委員会決議への今年度の対応状況（詳細） 

 

■要請事項ａに関して 

項目 概要 

1．植生に係る対

応 

◆固有森林生態系保全・

修復等事業 

【資料 2-1】 

・弟島、兄島、父島、母島で外来植物駆除を実施中。兄島では植栽試

験を続行。 

・グリーンアノール対策としてＣライン北部の伐採完了。現在南部の

伐採が 90%程度まで完了。薬剤駆除後の影響を調査しているが、大

きな異常は確認されていない。 

 

 ◆母島北部のアカギ駆除

について 

【資料 2-2】 

・平成 21年から母島北部の民有地において駆除を開始。 

・現在は一度駆除した地域の再駆除を実施中。 

・どの駆除地においても、前回と比較して確実にアカギ個体数を減ら

すことが出来ている。 

 

 ◆希少植物保護増殖事業 

【資料 2-3】 

・国内希少植物 12種の保護増殖事業を継続。 

・父島、母島での生息状況はどの種も概ね現状維持、兄島では回復傾

向。 

 

 ◆植生の保全回復に係る

ノヤギ対策 

【資料 2-4】 

・ノヤギ排除作業は平成 27 年度より一定程度排除圧を下げて、慎重

に実施している。 

・今年度科学委員会において現状を報告し、事業継続の面から現行手

法を再検討する。 

 

2．陸産貝類に係

る対応 

◆父島プラナリア分布状

況と対策 

【資料 2-5】 

・平成 29年 6月に鳥山先端部に設置したエリア防除柵内にてニュー

ギニアヤリガタリクウズムシを確認。 

・11月の調査では陸産貝類に壊滅的な影響が確認された。 

・巽崎の半島中央部でニューギニアヤリガタリクウズムシを確認。侵

入された地域では陸産貝類への影響が現れ始めている。 

 

 ◆陸産貝類の生息域外保

全状況 

【資料 2-6】 

・世界遺産センター保護増殖室と扇浦屋外飼育施設で域外保全を実

施。東京動物園協会での飼育を開始。いずれの種も基本的な飼育は

可能。 

・遺産センターの飼育スペースは、既にほぼ上限に達しているため、

遺伝解析により、地域個体群の統合等効率化を図るほか、域内での

保全に向けた繁殖計画等を策定予定。 

・また、屋外飼育手法の確立に向けて給餌、施設タイプを試行。 

 

 ◆兄島固有陸産貝類保全

プロジェクトについて 

【資料 2-7】 

・平成 28年 8月の殺鼠剤空中散布以降、陸産貝類に対するネズミの

食害は減少傾向。 

・平成 29年 7月以降、兄島、瓢箪島にてネズミが複数のセンサーカ

メラで撮影される。 

・現状では広く、薄くネズミが残存している状況と思われる。 

 

資料２ 



項目 概要 

 ◆ツヤオオズアリ対策に

ついて 

【資料 2-8 ～2-10】 

＜母島南崎＞ 

・アリの生息範囲を囲うようにベイト剤を設置し、押さえ込みに成功。 

・対策範囲を徐々に内側に展開しているところ。 

＜母島北港＞ 

・平成 27年 10 月から駆除開始。平成 29 年 12 月に休憩舎周りで生息

を確認。生息場所が移動しており、巣の特定が困難。 

＜父島宮之浜園地＞ 

・平成 29年 3月から国、都、村の協働作業により駆除を実施。 

・現在も生息が確認されており、駆除を継続中。 

 

3．昆虫類に係る

対応 

◆グリーンアノール対策

について 

【資料 2-11】 

＜兄島＞ 

・アノール捕獲により固有昆虫類への捕食影響を低減出来ている。 

・Ｂラインにより、Ｂライン以北へのアノール拡散防止を概ね維持出

来ている。 

・Ｂライン以南ではアノールの新規発見箇所と生息密度の高い地域が

増えつつある。 

＜母島新夕日ヶ丘＞ 

・侵入防止柵内では、侵入抑制と捕獲により固有昆虫類への捕食影響

を低減出来ている。 

・一方で、柵内へのアノールの侵入が継続していると考えられ、根絶

は達成出来ていない。 

 

 ◆兄島の在来植生保全に

係るＣライン事業 

【資料 2-12】 

 

・総延長 2,357m のＣラインは平成 30 年 3 月に全区間竣工予定。 

 

 ◆昆虫類保護増殖事業 

【資料 2-13】 

 

 

・オガサワラハンミョウについては、全体としては域内の巣穴カウント

総数は昨年と同程度が確認されているが、一方で 100 単位の数で巣穴

が減った生息地もある。 

・オガサワラシジミについては、今年は春先まで続いた渇水や台風の影

響からか確認数が非常に少ない。 

・希少トンボ類については、今年春先まで続いた渇水の影響により生息

数は激減。流水性のハナダカトンボは、少なくとも兄島では流域によ

っては個体群が消滅。 

 

4．ほ乳類、鳥類

に係る対応 

◆アカガシラカラスバ

ト、オガサワラオオコ

ウモリ 

【資料 2-14】 

・平成 28年のアカガシラカラスバトの個体数は 288～1150 羽と推定 

・ハトの個体数は増加傾向にあるが、個体群が安定している状態とは

言えない。 

・平成 29年 12 月 1 日にオガサワラオオコウモリ保護増殖検討会を開

催。 

・今後、母島個体の遺伝情報収集などの調査を進め、来年度中に保護

増殖中期実施計画を策定する。 

 

 ◆オガサワラオオコウモ

リの生態把握 

【資料 2-15】 

 

・GPS 発信器などの調査により、これまでに父島における行動圏、種

子散布の役割、ねぐら形成時期、地点などの把握に成功。 

 



項目 概要 

 ◆希少鳥類保護管理対策

調査事業 

【資料 2-16】 

・母島ではオガサワラノスリは 16ペアが定着し、9ペアで繁殖成功。 

・アカガシラカラスバトは、石門では昨年に比べて撮影個体数が減少、

南崎では多数確認。 

・オガサワラカワラヒワは、向島での営巣確認。 

 

 ◆ノネコ対策について 

【資料 2-17】 

・父島ではノネコの撮影頻度が増加傾向。難捕獲ネコから生まれた子

ネコの捕獲が多い状況。 

・母島では評議平～南崎においてノネコの捕獲を実施し、エリア内で

は低密度状態を維持。 

 

 ◆南島におけるネズミ類

の駆除 

【資料 2-18】 

・平成 28年度のネズミ駆除の結果 5ヶ月間ネズミは検出されなかっ

た。 

・平成 29年 7月、10 月にセンサーカメラにてネズミが撮影される。 

・平成 30年 1月に再度全島駆除を実施し、モニタリングを継続する

予定。 

 

 ◆聟島列島の生態系回復

に係るネズミ対策 

【資料 2-19】 

・媒島、嫁島において植生回復の大きな障害となっているネズミの駆

除に着手する。 

・駆除手法は、ヘリコプターによる殺鼠剤の空中散布、手撒き散布、

ベイトステーション等を用いて行い、実施時期は、漁業、観光利用

や保全対象種への影響を考慮し、決定をする。 

 

5．その他の対応 ◆種間相互作用に着目し

た森林生態系保全管理

手法の検討 

【資料 2-20】 

・ガイドラインの本体となる資料には、検討の手順および各検討段階

に必要となる検討事項を整理。 

・また、実際の事業検討時において参考となるように、試行検討を実

施したほか、生態系の現状や経年変化の動向、種間相互作用に係わ

る新たな知見を獲得するためのモニタリング調査を実施。 

・本ＷＧの設置は今年度までの 5 年間。最終成果を今年度中にとりま

とめ、小笠原自然情報センターＨＰなどで公表予定。 

 

 ◆小笠原世界遺産センタ

ーについて 

【資料 2-21】 

・遺産センター展示ルームの来館者数は H29.5～11 月末までに 3,695

人。 

・内地から持ち込まれた資材などを燻蒸室や冷凍室にて処理。 

・兄島で採取した希少昆虫の羽化調査やプラナリア駆除試験を実施

中。 

 

 ◆遺産センター動物対処

室の運営 

【資料 2-22】 

・野生動物、捕獲ネコ、一般ペットの治療に対応。 

・6月、10月、2 月（予定）に母島巡回診療を実施。 

・10～11 月 小学校向け出前授業や村民向けシンポジウムを実施。 

 

 ◆愛玩動物に関する検討 

【資料 2-23】 

・平成 28年度までに地域連絡会議下部 WG で検討した結果を踏まえ条

例化の検討を開始。 

・平成 29年 11 月に父、母で村民向けシンポジウムを開催し、検討状

況を周知。 

 

 ◆有人島内でのネズミ対

策 

【資料 2-24】 

・父島奥村地区におけるモニタリングを継続。 

・母島農地におけるネズミ対策を試行。 

・１月以降に村事業により父島・母島の集落内での一斉防除を実施予

定。 

 

 

  



■奨励事項ｂに関して 

項目 概要 

◆森林生態系における気候変

動の影響への適応策の検討 

【資料 2-25】 

 

・モニタリングの結果、気温の上昇に伴い大気の乾燥化が進行。 

・乾性低木林(父島・兄島)、湿性高木林・湿性低木林(母島)への影響が懸念。 

・適応策は植生面積を縮小させる外来生物の排除。 

 

 

 

 

 






























